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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

　
　
　
原
宿
の
成
り
立
ち

「
白
隠
禅
師
」の
絵
本
発
行

  

基
金
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

戸
田
支
所
青
年
部
で
は
８
月
15

日
か
ら
の
観
光
協
会
主
催
の
盆
踊

り
・
灯
篭
流
し
に
参
画
し
、
や
ぐ

ら
の
組
み
立
て
や
灯
籠
の
運
び
出

し
を
手
伝
い
ま
し
た
。

（
大
半
の
イ
ベ
ン
ト
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
）
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
最
初
は
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
。

 

戸
田
の
お
盆
の
風
物
詩
も
無
事

に
開
催
さ
れ
、
元
に
戻
り
つ
つ
あ

る
事
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

　

関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
、
全
国

制
覇
を
な
し
遂
げ
幕
府
を
開
い
た

徳
川
家
康
は
、
ま
ず
一
番
に
江

戸
・
京
都
を
結
ぶ
東
海
道
の
整
備

に
着
手
し
、
そ
の
間
に
五
十
三
の

宿
を
設
け
た
。
原
宿
も
近
隣
の
沼

津
・
吉
原
と
同
じ
慶
長
六
年
（
１

６
０
１
）
に
宿
場
（
駅
）
と
な
っ

た
。
最
初
の
原
宿
は
中
世
以
来
の

原
中
宿
（
六
軒
町
浅
間
神
社
・
原

新
田
山
神
社
附
近
に
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
る
）
を
基
盤
に
し
て

海
岸
寄
り
の
松
林
近
く
に
集
落
を

形
成
、
そ
の
中
を
街
道
（
甲
州

道
）
が
通
っ
て
い
た
。
そ
の
為
、

度
々
の
高
潮
・
大
風
な
ど
の
被
害

に
遭
い
、
二
度
の
宿
場
移
転
を
し

た
。
一
度
目
は
現
在
の
原
駅
南
東

附
近
に
、
二
度
目
は
慶
長
十
四
年

（
１
６
０
９
）
の
大
潮
に
よ
り
宿

場
は
大
被
害
を
受
け
、
そ
の
結
果
、

幕
府
の
政
策
で
こ
れ
ま
で
の
街
道

よ
り
地
盤
の
良
い
北
側
（
現
在
の

旧
東
海
道
）
に
街
道
の
付
け
替
え

（
西
間
門
〜
東
柏
原
）
が
行
わ
れ

宿
場
は
移
転
し
た
。

　

原
宿
は
最
初
の
品
川
宿
か
ら
数

え
て
十
三
番
目
の
宿
に
当
た
り
、

原
宿
二
町
（
東
町
・
西
町
）
と
大

塚
町
の
三
町
で
構
成
さ
れ
た
。

　

但
し
、
行
政
上
は
三
町
共
、
幕

府
の
直
轄
領
（
地
）
と
し
て
韮
山

江
川
代
官
が
治
め
、
そ
の
下
に
村

方
三
役
（
名
主
・
組
頭
・
百
姓

代
）
が
部
落
を
管
理
し
て
い
た
。

そ
の
後
慶
應
四
年
に
駿
府
領
と
な

っ
た
。

　

原
宿
は
沼
津
宿
ま
で
約
6
㎞
、

吉
原
宿
ま
で
約
12
㎞
、
宿
内
は
約

1.2
㎞
、
宿
の
間
が
長
い
所
に
は
間

宿
（
宿
泊
は
不
可
・
休
憩
所
）
が

設
け
ら
れ
、
原
・
吉
原
宿
の
間
に

は
間
宿
の
柏
原
宿
が
あ
っ
た
。

　

原
宿
に
は
東
見
附
＝
東
木
戸
（

大
塚
高
木
神
社
西
側
）
、
西
見
附

＝
西
木
戸
（
西
町
と
六
軒
町
の

境
）
が
設
け
ら
れ
た
。
宿
の
中
心

は
東
町
・
西
町
で
、
宿
場
内
に
は

問
屋
場
（
宿
を
管
理
す
る
役
人
が

詰
め
る
）
・
助
郷
会
所
・
自
身
番

所
・
高
札
場
・
本
陣
・
脇
本
陣
・

旅
籠
屋
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

盆
踊
り
・

  

灯
篭
流
し
へ
の
参
画やぐらの組立て

狂歌入り東海道 原　初代歌川広重 画

やぐらの組立て

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
今
年
度

も
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
伴
走

型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
経
営
発
達

支
援
計
画
に
基
づ
き
実
施
中
の

「
一
店
逸
品
運
動
」
へ
の
参
加
事

業
所
を
中
心
に
、
昨
年
度
作
成
し

た
逸
品
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
画
像
）
を

活
用
し
た
逸
品
の
周
知
活
動
を
メ

イ
ン
に
事
業
が
実
施
さ
れ
る
計
画

で
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
専
門
家
派

遣
に
よ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
指
導
の
実
施
や
、

エ
フ
エ
ム
ぬ
ま
づ
で
逸
品
の
Ｐ
Ｒ

番
組
が
制
作
さ
れ
る
以
外
に
も
、

「
逸
品
小
冊
子
（
第
３
版
）
」
の

発
行
や
「
逸
品
動
画
」
の
公
開
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
「
は
ら

逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
」
な
ど
、

小
規
模
事
業
者
の〝
経
営
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
〞を
促
進
す
る
た
め

の
事
業
が
数
多
く
実
施
さ
れ
る
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伴
走
型
小
規
模
事
業
者

　  

支
援
推
進
事
業
の
実
施

戸
田
の
夏
の
夜
の
情
景

この特徴的な
ロゴマークが
目印です。

　

絵
本
「
ぬ
ま
づ
昔
ば
な
し
」
推

進
会
（
代
表
・
米
倉
丈
智
氏
）
で

は
、
沼
津
市
民
憲
章
助
成
金
に
よ

る
補
助
を
受
け
、
地
域
の
子
供
た

ち
に
地
元
の
貴
重
な
歴
史
を
伝
え
、

未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

絵
本
の
作
成
・
配
布
を
企
画
。
第

１
弾
と
し
て
原
地
区
の
「
白
隠
禅

師
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
作

成
、
原
地
区
の
学
校
や
保
育
所
、

図
書
館
、
病
院
な
ど
の
施
設
に
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
絵
本
発
行
の
基
金
を
商

工
会
窓
口
に
て
受
付
中
（
11
月
30

日
締
切
）
で
す
。
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
発
行
部
数
：
２
０
０
冊
以
上

◆
１
口
２
０
０
０
円
よ
り

◆
目
標
額
：
50
万
円
以
上

は
ら
逸
品

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
開
催

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
２
年
間
中
止
と
な
っ
て
い
た

『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
』

を
今
年
は
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
15
店
舗
以
上
の
店
舗
に

よ
る
渾
身
の
逸
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
見
ど
こ

ろ
と
し
て
、

●
自
転
車
教
室
の
開
催

　

Ｔ
Ｖ
に
て
何
度
も
紹
介
さ
れ
た

   

話
題
の
自
転
車
教
室
が
開
催
さ

   

れ
ま
す
。

●
消
防
車
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の

   

展
示

　

当
日
会
場
に
、
消
防
車
と
レ
ー

　

シ
ン
グ
カ
ー『
レ
ク
サ
ス
Ｒ
Ｃ
』

　

が
登
場
し
ま
す
。

※
展
示
撮
影
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

と
い
っ
た
催
し
も
企
画
し
て
い

　

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

　

さ
い
。

・
主
催
：

　

沼
津
市
商
工
会 

は
ら
逸
品

   

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

・
と
き
：
11
月
20
日
（
日
）

   

10
時
〜
15
時　

※
雨
天
中
止

・
と
こ
ろ
：
原
地
区
セ
ン
タ
ー
広

   

場（
沼
津
市
原
１
２
０
０‐１
）

く
み
が
し
ら

あ
い
の

し
ゅ
く

と
い　

や　

  

ば

けふいくか足よ腰よとあゆみ来て
                　　　　見あぐるはらの不二の大さ
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に
よ

る
補
助
を
受
け
、
地
域
の
子
供
た

ち
に
地
元
の
貴
重
な
歴
史
を
伝
え
、

未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

絵
本
の
作
成
・
配
布
を
企
画
。
第

１
弾
と
し
て
原
地
区
の
「
白
隠
禅

師
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
作

成
、
原
地
区
の
学
校
や
保
育
所
、

図
書
館
、
病
院
な
ど
の
施
設
に
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
絵
本
発
行
の
基
金
を
商

工
会
窓
口
に
て
受
付
中
（
11
月
30

日
締
切
）
で
す
。
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
発
行
部
数
：
２
０
０
冊
以
上

◆
１
口
２
０
０
０
円
よ
り

◆
目
標
額
：
50
万
円
以
上

は
ら
逸
品

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
開
催

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
２
年
間
中
止
と
な
っ
て
い
た

『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
』

を
今
年
は
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
15
店
舗
以
上
の
店
舗
に

よ
る
渾
身
の
逸
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
見
ど
こ

ろ
と
し
て
、

●
自
転
車
教
室
の
開
催

　

Ｔ
Ｖ
に
て
何
度
も
紹
介
さ
れ
た

   

話
題
の
自
転
車
教
室
が
開
催
さ

   

れ
ま
す
。

●
消
防
車
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の

   

展
示

　

当
日
会
場
に
、
消
防
車
と
レ
ー

　

シ
ン
グ
カ
ー『
レ
ク
サ
ス
Ｒ
Ｃ
』

　

が
登
場
し
ま
す
。

※
展
示
撮
影
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

と
い
っ
た
催
し
も
企
画
し
て
い

　

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

　

さ
い
。

・
主
催
：

　

沼
津
市
商
工
会 

は
ら
逸
品

   

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

・
と
き
：
11
月
20
日
（
日
）

   

10
時
〜
15
時　

※
雨
天
中
止

・
と
こ
ろ
：
原
地
区
セ
ン
タ
ー
広

   

場（
沼
津
市
原
１
２
０
０‐１
）

く
み
が
し
ら

あ
い
の

し
ゅ
く

と
い　

や　

  

ば

けふいくか足よ腰よとあゆみ来て
                　　　　見あぐるはらの不二の大さ
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戸
田
駐
在
所
に
つ
い
て

　

戸
田
駐
在
所
は
、
明
治
20
年
頃

に
戸
田
村
巡
査
派
出
所
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
平
成
16

年
３
月
６
日
、
現
在
の
沼
津
市
戸

田
９
７
８
番
地
の
１
に
庁
舎
を
移

転
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
自
治
体
警
察
か
ら
国

家
地
方
警
察
へ
の
編
入
や
、
戸
田

村
が
沼
津
市
に
編
入
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
大
仁
警
察
署
か
ら
沼
津
警

察
署
管
内
へ
の
変
更
の
経
緯
が
あ

り
、
現
在
の
戸
田
駐
在
所
は
、
戸

田
地
区
、
井
田
地
区
、
舟
山
地
区

全
域
の
事
件
事
故
等
の
対
応
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
幸
い
な
こ
と
に
住
民
の

方
々
に
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い

た
だ
き
、
絶
対
に
戸
田
駐
在
所
管

内
の
方
々
を
悲
惨
な
犯
罪
や
交
通

事
故
の
被
害
者
、
当
事
者
に
し
な

い
ぞ
、
と
固
く
心
に
決
め
て
、
日

々
警
察
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
以
来
、
初
め
て
の
行

動
制
限
の
な
い
夏
で
観
光
客
も
多

く
、
賑
わ
い
も
ひ
と
際
で
し
た
。

　

海
水
浴
場
の
警
戒
で
は
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
達
が
浜
辺
で
私
達
の

姿
を
見
る
た
び
に
、
「
お
ま
わ
り

さ
ん
、
頑
張
っ
て
。
」
と
敬
礼
し

て
く
れ
、
猛
暑
の
中
で
活
動
す
る

上
で
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
、
警
察
官
を
志
望

す
る
地
元
の
若
い
方
と
お
話
し
し

た
際
、
私
達
の
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

姿
を
い
つ
も
見
て
い
る
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
て
、
私
達
の
日
々
の
活

動
を
し
っ
か
り
見
て
く
れ
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
を
有
難
く
思
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
戸
田
、
井
田
、
舟

山
地
区
の
皆
様
の
安
心
と
安
全
の

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

沼
津
警
察
署
戸
田
駐
在
所

千
葉 

崇
幸

木
部 

翔
太
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指
導
員
だ
よ
り

通
信
障
害
か
ら
考
え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
７
月

上
旬
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
大
規
模
な
通

信
障
害
が
あ
り
ま
し
た
。
電
話
が

繋
が
ら
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く

交
通
機
関
や
運
送
業
務
に
も
影
響

が
出
る
な
ど
、
携
帯
業
界
で
は
過

去
最
悪
の
規
模
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
a
u
だ
け
で
は
な
く
同
じ

回
線
を
使
って
い
る
U
Q　
、p
ovo

な
ど
の
サ
ブ
ブ
ラ
ン
ド
も
あ
る
為
、

何
故
繋
が
ら
な
い
？
と
思
っ
た
方

も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
直
接
の
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
念
の
た
め
サ
ブ
回

線
を
他
社
で
契
約
し
ま
し
た
。
こ

の
方
法
は
機
種
が
対
応
し
て
い
な

い
と
で
き
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

W
i｜

F
i
経
由
で
L
I
N
E
な

ど
の
ア
プ
リ
か
ら
有
料
で
電
話
が

で
き
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

今
や
ス
マ
ホ
が
使
え
な
け
れ
ば

何
も
で
き
な
い
時
代
で
す
。
今
回

の
通
信
障
害
を
契
機
に
対
策
を
考

え
る
こ
と
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
策
定
の
第
一
歩
で
す
。

　

現
在
商
工
会
で
は
専
門
家
に
よ

る
会
員
事
業
所
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員
Ｙ
Ｋ

11月・12月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

11月14日（月）  インボイス講習会
11月28日（月）  DX講習会
12月29日（木）～1月3日（火）
                    年末年始休館
原支所
11月20日（日）  はら逸品うまいものフェス
戸田支所
11月  6日（日）  戸田さんさんまつり

新
会
員
の
ご
紹
介

静
岡
県
最
低
賃
金
9
4
4
円

　

10
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
の
間
、

沼
津
市
商
工
会
は
『
組
織
財
政
基

盤
強
化
推
進
月
間
』
と
し
て
、
会

員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
商
工
会

の
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

①
会
員
・
組
織
の
増
強
、
②
経

営
支
援
の
強
化
、
③
会
員
福
利
厚

生
の
充
実
、
④
商
工
会
の
自
己
財

源
比
率
の
向
上
の
４
つ
の
強
化
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
等
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

静
岡
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最

低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、
令
和
４

年
10
月
５
日
（
水
）
か
ら
『
時
間

額
９
４
４
円
』
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
に
は
産
業

別
の
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
静
岡
労
働
局
賃
金
室

ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
で
。

後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
20
日
（
火
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
指
定
し
て

い
な
い
原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
基
盤
強
化
推
進
月
間
」

            

取
組
中

福祉共済ご加入の皆様へ  ご確認をお願いします!

①けが、病気の共済金請求忘れはありませんか？

②個人賠償責任保険をご存知ですか？2016年に補償が追加
   されています。業務外で他人に損害を与えてしまったケース
   を補償します。請求漏れはありませんか？

③経営相談の一環で生命保険の保険相談を行っています

               気になる点がある方は商工会までご連絡ください！

（
℡
０
５
４‐２
５
４‐６
３
１
５
）

福
食
堂
（
浮
島
）

　

福　

雅
彦    

飲
食
業

六
香　

（
原
北
）

　

栗
田
昌
利　

果
物
小
売
業


	P1
	P2
	P3
	P4

